
第8回　渡川流域学識者会議　現地見学　資料

■初崎箇所（国：河川改修事業）

■具同・入田箇所（国：河川改修事業)

■相ノ沢内水対策箇所（国・県・市：内水対策事業）
※本箇所は資料のみ現地調査はなし

■ヤイト川箇所（県：広域河川改修事業)

■横瀬川ダム箇所（国：ダム建設事業）

■実崎箇所（国：河川環境事業）
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整備前 整備計画完了後

浸水面積（ha） 河川整備による効果：初崎地区
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整備前 整備計画完了後

浸水戸数（戸）
河川整備による効果：初崎地区

B-B断面

施設計画上の津波⾼

計画堤防高
T.P.w.10.19m

初崎堤防事業

事業の概要

●初崎箇所(0k/400～1k/000 L=600m)は、四万十川河口部の無堤箇所で、洪水・津波に対して脆弱である。
●築堤によって洪水、及び施設計画上の津波から初崎地区を防御することが可能となる。

整備計画作成後の事業実施状況（国管理区間）

A-A断面

施設計画上の津波⾼

計画堤防高
T.P.w.10.19m

初崎船着場
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四万十市により文化財指定（予定）さ
れているタブノキの巨木があり樹林帯
として保全することで環境に配慮

タブノキの保全

環境配慮事項

整備により浸水解消

整備により浸水解消

※昭和38年8月洪水の実績規模が発生した場合の被害想定
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初崎堤防事業

凡 例

整備計画目標流量による浸水範囲

L1津波による浸水範囲

初崎箇所の浸水範囲の想定

規模
浸水面
積

(ha)

浸水建
物

(住家)

浸水建物
(住家以
外)

洪水整備計画目標流量 6.5 25 49

津波 Ｌ１設計津波 8.0 44 73
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H29年度施工
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H28
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買収

H29
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買収

H30補正（土堤部）

H33年度以降施工（特殊堤部）

H32年度施工
（特殊堤部）

暫定堤防

H31年度施工（土堤部）
完成堤防 L=240m

L=170m  

（県道付替え）

進入
経路

進入
経路

1

初崎
港

H29・H30
年度買収

H28年度
買収

H29.・H30年度
買収

H28年度
買収

H29補正 L=70m

No.6
（特殊堤）

計画高水位 T.P(W)+5.708

H17.9高潮の潮位 T.P(W)+4.100

1:
0.

50

1 : 0 .
5 0

R
Co

R
As

計画高水位 T.P(W)+5.708

H17.9高潮の潮位 T.P(W)+4.100

計画高水位 T.P(W)+5.708

H17.9高潮の潮位 T.P(W)+4.100

整備計画作成後の事業実施状況（国管理区間）

初崎堤防事業事業の進捗状況

●平成２９年度から堤防工事に着手し、平成３３年度に工事が完了予定である。
●平成３０年度は堤防基礎部分及び樋門函体の工事を実施中である。

２
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340.2

0.0
0

50
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300
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500

整備前 整備計画完了後

浸水面積（ha） 河川整備による効果：具同・入田地区

1,853

0
0

500

1,000

1,500

2,000

整備前 整備計画完了後

浸水戸数（戸）
河川整備による効果：具同・入田地区

事業の概要

●具同・入田箇所(8k/600～10k/00 L=1,250m) は、資産集中地区であるにもかかわらず断面不足の暫定堤防※で、この区間の治水安全度は、1/10程
度と同一氾濫域を防御する区間の安全度に対し低く、周辺箇所のこれまでの整備による治水効果の発現を妨げている。

●市道の改良計画と合併で堤防補強を行い周辺区間（上流、中筋川沿川）を含めて、一連区間の治水効果を発現させる。
●市道具同三里線、具同坂本線の道路の幅も広げており、車や人が安全に通行できるようになる。

※完成断面より断面形状が小さい堤防

As

As

As

官
民
界

8.0m

1.5% 1.5%

S=1:2.75S=1:
2.50

断面不足

2
.5
m

▽ H.W.L 

市道具同三里線

5.0m

市道具同坂本線

9. 2ｋ

具同・入田地区堤防事業

整備計画作成後の事業実施状況（国管理区間）

四万十市

四万十川橋

浸水想定区域

事業区間

整備により浸水解消 整備により浸水解消

※昭和38年8月洪水の実績規模が発生した場合の被害想定

３
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四万十川

完成堤防
約 L=400m

入田地区

平成２８年度末完成後写真着手前写真

整備計画作成後の事業実施状況（国管理区間） 具同・入田地区堤防事業

着手前写真

具同地区

四万十川

完成堤防
約 L=400m

●平成２３年度から事業を開始し、入田地区は平成２９年３月に工事が完了、具同地区について
も平成３０年１１月に工事を完了し、市道も供用を開始。

平成３０年度 完成後写真

事業の進捗状況

４
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平成26年6月洪水の被害状況 総合内水対策の概要

・平成26年6月の梅雨前線により特に深刻な被害が生じた相ノ沢川（中
筋川支川：高知県）においては、浸水被害の分析や今後の対策につい
て検討するための組織を設置し、協議会を開催。

○地元自治体（四万十市）河川管理者（国土交通省・高知県）により構成
○平成27年6月15日に第1回開催、出水状況やこれまでの対応、今後の検討

方針等について意見交換。

・平成26年6月の梅雨前線により、具同・楠島地区では、相ノ沢川およ
び楠島川沿川で深刻な家屋浸水被害が発生。

・浸水面積：約105ha、浸水家屋：床上71戸（事業所27含む）、床下
25戸（事業所1含む）

相ノ沢川総合内水対策の検討状況

河川改修

既設排水機場の
効率・効果的な運用

中筋川本川の水位
低下

流域貯留施設の
有効活用・開発

排水機場の増設・
機能増強

河道の維持管理
（樹木・土砂）

○雨水を速やか
に排水する

○流域内の雨水貯
留機能を高める

○既存施設の
機能向上を図る

個別に家屋浸水
防止対策

○地先対策により
浸水を防止

遊水効果のある
田畑の保全

対応すべき
課題

対策の
考え方

具体的な
対策方法（案）

・排水機場操作の開始水位の変更

・楠島排水機場は1/10整備済
・排水ポンプ車の機動的な運用
（釜場整備済）
・塵芥処理施設の新設

・横瀬川ダム建設による外水位の
立ち上がりの抑制

・樹木および植生管理による機能維持

・相ノ沢川、楠島川の河川改修による
流下能力（排水能力）向上と
河道貯留量増加

・既設調節池（自由ヶ丘ニュータウン）
の有効活用

・公共施設敷地等を活用した
貯留施設開発

・新規開発分の貯留施設建設の義務化
・上流域での水田等での保水機能の
保全・確保

・河道維持管理計画の策定
・除草や掘削の実施
・住民との協働による継続

・二線堤、浸水防止壁、宅地嵩上げ等
による浸水防止

・上流部での流域外への排水ルート
の整備

対策効果の維持
超過洪水に対する
減災 等

○水害に強いまち
づくりの実現 ・土地利用規制、盛土規制等の施策

・警戒避難体制の充実
・内水センサー等の情報提供（運用中）
・防災意識の向上に資する取組み 等

・新規建築物のピロティーの義務化

ソフト対策

ハード対策

相ノ沢川（渡川水系） 相ノ沢川総合内水対策協議会

③

H26. 6/5 12:30頃撮影

②

H26. 6/5 7:00頃撮影

①

H26. 6/5 午前中撮影

②①
楠島雨量観測所 国道 56 号

排水ポンプ車稼働

③

国道 56 号

中筋川

中筋川

浸水範囲

国道通行止め範囲

凡 例

・平成26年6月梅雨前線豪雨による被害、原因分析を踏まえ、対応すべき
課題に対して、有効な施策を行う。

・ハード・ソフトの一体となった総合内水対策を検討中である。

協議会の設立

５
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③四万十市：排水ポンプ整備
（3.0ｍ3/s ）

➀国：排水樋門新設
6.2m × 3.1m  × 2連

➁高知県：楠島川放水路を新設
（楠島川を分流）
放水路 Ｌ＝１５０ｍ

相ノ沢川総合内水対策事業（楠島樋門） 渡川水系中筋川

■相ノ沢川は中筋川の支川であり、中筋川本川水位の影響を受け浸水が常態化。
■平成26年6月の浸水被害を受け、平成28年8月に「相ノ沢川総合内水対策計画」を策
定。
■国土交通省、高知県、四万十市で役割分担し、総合的な内水対策をH31より実施。

国：①楠島川放水路の接続部の排水樋門を新設（詳細設計中）

県：②楠島川放水路（楠島川を分流）の新設（用地調査、詳細設計中）

市：③排水ポンプ（3.0ｍ3/s）を整備。（詳細設計中）

楠島川

楠島川放水路

後川四万十川

中筋川

写真
①

国道56号

写真
②

国道56号

写真③

浸水状況（平成26年6月梅雨前線豪雨）

相ノ沢川総合内水対策計画 工程計画（H30.12末時点）

主体 H29 H30 H31 H32 H33

国
予備設計 詳細設計 樋門工事

高知県
放水路ルー
ト等検討

予備設計 詳細設計
用地調査

用地買収
放水路工事

四万十市
対策実施案
決定

排水ポンプ規模等検討 詳細設計 用地買収 排水ポンプ整備

総合内水
対策計画

策定
(8月)

H28

あ い の さ わ く す し ま

中筋川

相ノ沢川

なかすじ
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整備計画作成後の事業実施状況（県管理区間） 

●中筋川流域は河床勾配が緩く、低奥型地形であることから、古くから度々浸水被害が発生してきた。そのため、ダムを含む総合的な治水対策として、中筋川ダム
や横瀬川ダムの建設と合わせ、上流域の河川改修を実施してきた。

●支川の一つであるヤイト川も従来から越水や内水等による浸水被害がしばしば発生しており、昭和55年度から築堤や河道の掘削、護岸整備等の河川改修に着
手し、芳奈川合流点から平田橋付近までの下流区間の改修が完了している。

●平田橋上流部の未改修区間については、河道の流下断面が不足しており、洪水氾濫により農地や市道の浸水被害が発生しているため、河道の拡幅や掘削等
を実施し、下流改修済区間と同程度の年超過確率1/50の治水安全度を確保するための整備を現在進めている。

ヤイト川広域河川改修事業
事業の概要 

至：宿毛市 

整備区間 
L=1.08㎞ 

・護岸整備は延長比で約93％が完成
・築堤は苗代橋下流左岸のみ完成
・護岸及び河床掘削を先行した暫定断面で整備を進めており、整備区間
上流端まで暫定断面を完成後、計画堤防天端までの築堤を順次行う計画
・H30年度からネックとなっている固定堰の改修に着手予定
・用地取得は面積ベースで約99％が取得済

整備区間 
L=0.15㎞ 

0
K

/3
5

0
 

ヤイト川

苗代橋より下流河道 井関ハナ橋より下流河道 

固定堰改修（可動化） 

苗代橋 

井関ハナ橋 

平田橋 

事業の進捗状況 

環境配慮事項 

河床に現況と同様な澪筋を設置し、水際への捨石や自然石を帯状に配置す
るなど、水生生物の生育環境を保全 
重要種が確認された場合には、可能な限り保全 

護岸（河道の掘削含む） 

整備済 

平成30年度実施 

未整備 

築 堤 

整備済 

平成３０年度実施 

未整備 

凡 例 

※基図は国土地理院発行の2万5千分の１地形図を使用しています 

７
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整備計画作成後の事業実施状況（県管理区間） 

ヤイト川広域河川改修事業
事業の進捗状況 

～H29 H30 H31 H32 H33～ 

護岸・ 
河床掘削 

堰の統合 
・可動化

築堤 

整備スケジュール 

仮設工事 堰改修工事 堰撤去 

井関ハナ橋 

ヤイト川
至 

宿毛市 

国道56号 

至 四万十市 

国道56号 
至 四万十市 

至 
宿毛市 

ヤイト川

魚道 

固定堰改修 
統合・可動化 

奈良堰 

写真 

今後の維持管理について 

 変化のある河道内環境を維持できるよう、学識者からの意見を参
考に、堆積土砂の掘削位置や方法などに配慮する。 

仮設道、付替用水路等の設置 

・改修工事完了後、早期に河道内植生の
回復傾向が見られる
・植生の回復により流れに緩急が生まれ、
河道内環境の変化が生じはじめている

河道内の環境について 

H26.10 改修前 

H30.12 現在 H27.2 竣工時 H29.5 

８



那賀川河川事務所国土交通省

【横瀬川ダムの諸元】

●中筋川は河床勾配が緩く、四万十川本川の背水の影響を受けやすいため、浸水被害が頻発。
●洪水時の流量低減を図るため横瀬川ダムを建設し、基準地点磯ノ川における河川整備計画の目標流量1,000m3/sに対して、中筋川ダムとあわせ

て360m3/sの洪水調節を行う。

整備計画作成後の事業実施状況（国管理区間）

横瀬川ダム建設事業

事業の概要

 ダム  位置
 高知県宿毛市
 山奈町山田

 型式
 重力式
コンクリートダム

 堤高 72.1m

 堤頂長 188.5m

総貯水容量 貯水池 7,300,000m3

横瀬川ダム貯水池容量配分図

ダ

ム

高

72.1

m

堤頂標高
EＬ152.5m

洪水時 高水位 EＬ145.8m

洪水貯留容量 3,800,000

低水位 EＬ108.6m

基礎標高 EＬ80.4m

平常時 高貯水位 EＬ131.9m
利水容量 3,200,000

流水の正常な
機能の維持 2,980,000

水道用水 220,000

堆砂容量 300,000

有
効

貯
水

容
量

総
貯

水
容

量

(1)洪水調節(中筋川の洪水防御)

(2)流水の正常な機能の維持

(3)水道用水の供給（四万十市）

：1日 大800m3を供給

【横瀬川ダムの目的】

【ダム本体工事工程】

9

（上流締切工） （閉塞工）



那賀川河川事務所国土交通省整備計画作成後の事業実施状況（国管理区間）

横瀬川ダム建設事業（進捗状況）
●H28年度からダム本体建設工事に着手。
●H29.5月から本体コンクリート打設を開始。（H31.1月の進捗率は約98％)
●付替道路、工事用道路の約84％が完成。
●ダム関連施設、ダム基礎処理工等を施工中。

10

市道大物川線

市道久才川線

県道50号 有岡川登線

四万十市宿毛市

市道一生原線

大物川橋

土捨場

山林保全措置制度

地すべり押え盛土

横瀬川ダム

仮排水トンネル

一生原トンネル

← 写真④

バッチャプラント
濁水処理施設

タワークレーン
骨材ビン

←
写

真
①

右岸

左岸

③付替市道（左岸上流部）

①ダムサイト右岸を望む

⑤一生原トンネル

横
瀬
川

④付替市道（右岸下流部） ②ダムサイト左岸を望む

（H３１．１．２５時点）

主要な事業箇所

凡例



那賀川河川事務所国土交通省四万十川自然再生事業＿魚のゆりかごづくり事業（実崎箇所）

潮が満ちた時（満潮）の水深

潮が引いた時（干潮）の水深

堤防を守るための護岸の上には土をかぶせ、
コンクリートが見えないようにしています

水の流れで土が崩れないように、
間伐材で柵を作り保護しています。

ワンドの構造【①－①断面】

ワンドの構造【四万十川と接している箇所】

四万十川

四万十川

堤防側

堤防側

潮が満ちた時（満潮）の水深

潮が引いた時（干潮）の水深

四万十川とワンドがつながる箇所は巨石を積み堤防やワンドの形を守ります

巨石を積んだ時の隙間は魚やエビなどの
水生生物の隠れ家にもなります

Before
整備前

After
整備後

①
①

□魚のゆりかごづくり事業
目 的 ： かつての分布域を基本に高水敷の切り下げ等によりワンド場の静穏な浅場を確保
目 標 ： コアマモ生育可能水深帯の面積を昭和４１年からの減少分１１haを再生する
実崎箇所の整備

着手 ： 平成２８年３月 完成 ： 平成２９年６月
平成２８年７月 ６日 職員による移植実験
平成２９年６月２９日 四万十市立八束小学校児童と共にコアマモ移植現地学習会を開催

現地学習会の様子
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那賀川河川事務所国土交通省四万十川自然再生事業＿魚のゆりかごづくり事業（実崎箇所）

平成３０年５月３０日_平成２９年移植個体の様子平成２９年５月２６日_平成２８年移植個体の様子

ワンド内塩分の様子（平成３０年夏季調査_速報値）

 地点名 干潮時 満潮時 

実崎 S４-2 30.3℃ 0.2‰ 31.7℃ 17.3‰ 

実崎 S３-2 30.4℃ 0.9‰ 29.9℃ 29.3‰ 

実崎 S１-2 30.3℃ 14.9‰ 29.9℃ 20.1‰ 

鍋島 32.3℃ 7.7‰ 30.7℃ 19.2‰ 

大島 33.2℃ 13.0‰ 32.3℃ 21.3‰ 

実崎箇所調査測線

図 実崎地区における水温、水位および具同観測所の水位変動（8 月） 
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8/1   8/10                                    8/20   8/30 

ワンド内の塩分は満潮時はコアマモ生育地の一般的な塩分量（５～３
０‰）を満たしていたが、干潮時はワンド奥部で低い傾向が見られ、塩

分連続観測では、本川水位上昇時は塩分濃度が下がる傾向が確認
された。また、８月、９月の出水により移植個体が衰退傾向にあり、引
き続きモニタリングにより環境を確認していく。

連続観測地点

平成３０年７月２６日測定
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